
４．白保頭骨のデジタル復元
      白保Ⅰ号から４号の頭骨はいずれも比較的保存がよいものの、どれも顔面部の骨の欠損が多く、実際の骨で全体を復元するのは難しかったため、これ
らの頭骨をデジタルの手法を使って組み立ててみようという、3 次元デジタル復元プロジェクトを進めてきましたた。
     まず実物の骨片はできるだけ接合した上で、すべてのパーツを工業用 X線マイクロ CT撮影装置 (TXS320-ACTIS、国立科学博物館に設置 ) によって撮影
し連続断面化しました。CT画像から各パーツの表面形状をポリゴンデータに変換し、Geomagic Wrap(3D Systems) というソフトウェアを利用してもとの
位置関係に組み立てました。この際、同じ沖縄の旧石器時代人骨である港川 1号男性の頭骨の形状データをテンプレートとして参照しました。欠損部分
は反対側の形状を鏡像反転して補いました。復元結果は 3 次元プリンターで実体モデルとして印刷し、復元がうまくできているか確認しました。このよ
うな作業を何巡か繰り返して、白保 2 号・3 号・4 号の頭骨について、第一段階の復元が完成しました ( 図 6の右）。ここまでの復元結果を見る限り，白
保人骨はどうやら港川人たちにそっくりというわけでもなさそうですし、白保の 3 個体が互いによく似ているというわけでもなさそうです。

５．白保 4号頭骨の形態比較と復顔
       白保 4号頭骨についてはさらに研究を進め、形の比較分析と生前の顔貌の復元
（復顔）を試みました。まずは頭骨のさまざまな箇所を、実物で計測可能なもの
は実物で計測し、一部項目はデジタル復元像を利用して計測しました。このデー
タを、縄文人骨や港川人骨、中国・ベトナム・インドネシアの旧石器 /新石器時
代人骨など、近隣地域の近い時期の人骨資料と比較したところ、白保 4号の頭骨
の形状には、南中国の柳江人や沖縄・ベトナムの新石器時代人など、より南の地
域の人びとに似た特徴が認められることがわかりました。顔が上下に低い点など
では港川 1号にも似ていましたが、港川 1号は脳頭蓋が幅広なのに対して眼窩の
後部が非常にせばまっている (Kubo et al., 2011) のに、白保 4号は脳頭蓋の幅は
さほど広くないし眼窩後部の狭窄も強くないなど、違いも認められました。
     復顔は、デジタル復元された頭骨を 3次元プリンター (Connex 350、ｽﾄﾗﾀｼｽ) で
プリントアウトしたものを土台にして実施しました。マンチェスター法という、
実際の筋肉の配置にそって軟部組織分の粘土を骨表面に載せていく手法で復顔し
たのですが、この時の軟部組織の厚さは最近新たに超音波計測された現代若者の
データを参照しました (Kimura and Okazaki, 2018)。全ての被検者の平均厚さを用
いたところ、旧石器時代人としてはあまりにも健康そうな顔つきになってしまっ
たため ( 図 9の左端 )、BMI が標準以下の被検者だけのデータを利用して完成させ
ました ( 図 9中と右 )。

図 7   白保 4号のデジタル復元のオリジナル ( 左 ) と欠損パーツの鏡像反転を追加した状態 ( 右 )。
左上は比較のために港川 1号頭骨のデータを載せた。

図 6    頭骨のデジタル復元。マイクロ CTでスキャンし ( 左 )、コンピュータ内で位置合わせして ( 中）、3次元プリントして確かめる ( 右 )。  

図 8    白保 4号の頭骨形状の比較分析結果。ペンローズの形態距離
行列を多次元展開したもの。 

図 9    白保 4号の復顔の結果。現代の
若者の軟部組織厚さデータをそのま
ま適用した状態 ( 左 ) は旧石器時代人
らしからぬ健康そうな顔立ちとなっ
たため、やせ型の個体データに合わ
せて修正した ( 中）ところ、より旧石
器時代人らしくなった。右は毛髪や
皮膚なども仕上げた完成状態。
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